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一般国道４６４号 北千葉道路（市川市～船橋市）の
計画段階環境配慮書・構想段階評価書について
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●北千葉道路の概要

・常磐道と東関東道のほぼ中間に位置する千葉県北部で計画されている全長約４３ｋｍの道路。

・鎌ケ谷市から成田市間は、開通済又は事業中。

現在、未事業化区間の市川市（外環道）から鎌ケ谷市間の約９ｋｍについて、

事業化に向けて、国、県、沿線市において、道路構造等の検討を実施中。

●事業の目的

・東葛飾、北総地域の東西方向の骨格となる道路であり、首都圏北部、

千葉ニュータウン、成田空港を結ぶことにより、国際競争力の強化、

地域相互の交流連携、物流の効率化など、地域の活性化に寄与する

ことが期待。

○成田空港等の拠点への広域高速移動の強化

○周辺道路の渋滞の緩和

○災害時の緊急輸送ネットワークの強化

■北千葉道路の概要と事業の目的
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■北千葉道路（市川市～白井市）の検討状況
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※幅員については、道路構造令の車道幅員、路肩等を基に計画。今後、詳細な道路構造については検討。

●現在検討中の道路構造等
・市川市から鎌ケ谷市間は、一般部（４車線）と専用部（４車線）の併設構造とし、専用部（自動車専用道路）

の構造は、早期整備が可能な高架構造を基本とする。（整備イメージ②）
・但し、（仮称）北千葉JCTから約２ｋｍの専用部は、外環道との連続性等を踏まえ掘割構造とする。

（整備イメージ①）
・鎌ケ谷市から船橋市（国道16号）間も一般部と専用部の一体構造とする。（整備イメージ③）
・船橋市（国道16号）から白井市間は、沿道アクセスをコントロールした一般道として整備する。

（整備イメージ④）



■都市計画決定状況と環境アセスメント・都市計画手続き
●北千葉道路の都市計画決定状況と必要性
・北千葉道路の市川市〜船橋市間は、昭和４４年に都市計画決定済。
・当時は、⼀般道路の計画であったが、現在、⾃動⾞専⽤道路を新たに設ける計画であることから、
都市計画変更が必要。

北千葉道路（市川市〜船橋市）については、⼀般国道４⾞線以上かつ１０ｋｍ以上となるため、
第⼀種事業（環境影響評価法第２条第２項）に該当することから、配慮書・都市計画の構想段階⼿続きを⾏う。

●環境アセスメント・都市計画⼿続き
平成23年度 環境影響評価法の改正

・計画段階環境配慮書⼿続（配慮書⼿続き）の創設（平成25年4⽉1⽇施⾏）
平成25年度 都市計画運⽤指針の改正

・都市計画の構想段階における⼿続き（構想段階評価書）の充実

市川都市計画 鎌ケ⾕都市計画

印⻄都市計画 船橋都市計画松⼾都市計画
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■環境アセスメント・都市計画手続き

●計画段階環境配慮書（配慮書）とは
・事業への早期段階における環境配慮を可能にするため、事業の位置・規模等の検討段階において、
環境保全のため適正な配慮をしなければならない事項について検討を⾏い、その結果をまとめた図書。

●構想段階評価書（都市計画の概略の案）とは
・都市施設等の概ねの位置や規模など概略の案の⽴案段階において、都市計画上の⾒地から総合的な
評価を実施し、その結果をまとめた図書。
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●環境アセスメント・都市計画⼿続きの流れ



住⺠等 都市計画決定権者
（千葉県知事）

千葉県知事
・関係市⻑

国⼟交通⼤⾂※

・環境⼤⾂

配慮書の公表

配慮書についての
意⾒聴取

計画への反映
→ルート帯の決定※

・⽅法書へ

意⾒

国⼟交通⼤⾂
意⾒

環境⼤⾂意⾒

意⾒

図書の縦覧
送付

45⽇以内

90⽇以内

オープンハウス開催
H30.1.26〜2.5

■配慮書手続きの流れ

H30.1.16H30.1.16〜
2.20

H30.1.16〜
2.20 H30.3

H30.3

H30.4.16迄

※環境影響評価法に基づき実施

H30.1.16

※ルート帯（事業実施想定区域）の決定は
都市計画の概略の案の決定と⼀体的に⾏う。
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■配慮書の構成

第１章 都市計画決定権者の名称
 都市計画決定（変更）⼿続きと⼀体的に⼿続きを⾏うため、環境影響評価法の規定により、
都市計画決定権者（千葉県）が⼿続きを実施。

第２章 ⽬的及び内容
 事業の⽬的、⼿続きに⾄る経緯やルート設定の考え⽅。

第３章 事業実施想定区域及びその周囲の概況
 主務省令※の項⽬に従い、構想段階（配慮書）の検討を⾏うのに必要な
事業特性、地域特性を把握。
※記載項⽬は、国⼟交通省令（平成10年6⽉12⽇建設省令第10号）の指定並びに、
道路環境影響評価の技術⼿法（平成25年3⽉ 国⼟交通省国⼟技術政策総合研究所、
（独）⼟⽊研究所）の指針に準拠

 概況の把握は既存資料※の収集により実施。
※⼀般に公表されているもの

第４章 調査・予測・評価結果
 供⽤後※を対象として、事業特性や地域特性を踏まえ、構想段階において、

重⼤な影響のおそれがある環境要素を選定。
なお、回避が困難、⼜は必ずしも⼗分に低減されない環境影響は、⽅法書以降で詳細に
検討する。
※⼯事中の影響は対象としない。構想段階においては、⼯事中の影響を検討するための、
建設機械の稼働や⼯事施⼯ヤードの設置等に関する計画まで決まるような熟度に達していないため。6
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■位置、ルート案の設定の考え方

●ルート案の設定にあたっての考え⽅
本事業は、事業⽬的を達成するため、市川市から船橋市間の専⽤部（４⾞線）約１５ｋｍと市川市から

鎌ケ⾕市間の⼀般部（４⾞線）約９ｋｍを⼀体的に整備を進める計画。
市川市〜船橋市間は、昭和４４年に都市計画決定され既に５０年近く経過し、現⾏の都市計画決定区域

に基づき、⼟地区画整理事業や鉄道事業などが計画・整備されている。
さらには、鎌ケ⾕市から船橋市間については、周辺には海上⾃衛隊下総航空基地や⿃獣保護区が位置し

ていることに加え、⼀般部（４⾞線）は既に整備されていることなどから、事業⽬的が達成可能であり、
社会的影響や⾃然環境に与える影響なども踏まえ、現⾏の都市計画決定区域を基本としたルート案とし、
複数案を選定しないこととした。

北千葉道路（市川市〜船橋市）のルート案については、成⽥空港等の拠点への広域⾼速移動の強化や
周辺道路の渋滞の緩和などの事業⽬的が達成可能で、社会的影響や⾃然環境等に与える影響など踏まえ
現実的に実施可能な案を設定した。



■事業実施想定区域

・事業実施想定区域が該当する対象自治体（６市）：市川市、松戸市、鎌ケ谷市、柏市、白井市、船橋市

・事業実施想定区域の周囲の対象自治体（２市） ：八千代市、印西市

●事業実施想定区域及びその周囲

下図の範囲について、省令に基づき、地域特性（自然的状況、社会的状況）に関する情報を把握。
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計画段階
配慮事項

予測及び評価結果

大気質 ・市川市～鎌ケ谷市間、鎌ケ谷市～船橋市間のいずれの区間のルートも一部が市街地を通過
するため、大気質・騒音に影響を与える可能性があると評価します。騒音

動物

・市川市～鎌ケ谷市間のルートは、タガメ・ゲンジボタルの一部の生息地を通過すると予測
するため、動物に影響を与える可能性があるものと評価します。

・鎌ケ谷市～船橋市間のルートは、既に整備済みの一般部の内側に専用部を整備する計画で
あり、重要な種の生息地等の改変は生じないことから、動物に影響を与える可能性は小さ
いものと評価します。

植物

・市川市～鎌ケ谷市間のルートは、重要な種の生息地を回避していると予測するため、植物
に影響を与える可能性は小さいものと評価します。

・鎌ケ谷市～船橋市間のルートは、既に整備済みの一般部の内側に専用部を整備する計画で
あり、重要な種・群落の生育地等の改変は生じないことから、植物に影響を与える可能性
は小さいものと評価します。

生態系

・市川市～鎌ケ谷市間のルートは、まとまって存在する自然環境を回避していると予測する
ため、生態系に影響を与える可能性は小さいものと評価します。

・鎌ケ谷市～船橋市間のルートは、既に整備済みの一般部の内側に専用部を整備する計画で
あり、まとまって存在する自然環境の改変は生じないことから、生態系に影響を与える可
能性は小さいものと評価します。

景観

・市川市～鎌ケ谷市間のルートは、主要な景観資源（大町周辺の森）を通過すると予測する
ため、景観に影響を与える可能性があるものと評価します。

・鎌ケ谷市～船橋市間のルートは、既に整備済みの一般部の内側に専用部を整備する計画で
あり、主要な景観資源等の改変は生じないことから、景観に影響を与える可能性は小さい
ものと評価します。

■配慮書における「配慮事項に係る予測及び評価結果（１）」
計画段階配慮事項に係る予測・評価した結果は以下のとおり。
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■配慮書における「配慮事項に係る予測及び評価結果（２）」

今後、具体的な道路構造を決定する段階で、できる限り周辺の住居等の保全対象や重要な動物、植物等の

生息地及び生育地、生態系の保全上重要であって、まとまって存在する自然環境に配慮して計画。

なお、各検討対象について、回避が困難又は、必ずしも十分に低減されないおそれのある場合には、今後

の環境影響評価の中で調査、予測及び評価を行い、必要に応じて適切な環境保全措置を検討。

タガメ・ゲンジボタル

大町周辺の森

市街地（DID地区）

10



住民等
都市計画決定権者
（千葉県知事）

関係市長

構想段階評価書の
公表

構想段階評価書に
ついての意見聴取

計画への反映
→概略の案の決定※

意見

意見

図書の縦覧

オープンハウス開催
H30.1.26～2.5

■構想段階評価書手続きの流れ

H30.1.16H30.1.16～2.20

H30.1.16～2.20

H30.3

※都市計画運用指針に基づき実施

※都市計画の概略の案の決定は
環境アセス手続きのルート帯
（事業実施想定区域）
の決定と一体的に行う。 11



■構想段階評価書の構成

第１章 都市計画決定権者の名称

 千葉県が手続きを実施。

第２章 目的及び内容

 事業の目的、手続きに至る経緯やルート設定の考え方。

 上位計画（都市計画区域マスタープラン等）との適合性等。

第３章 事業実施想定区域及びその周囲の概況※

 構想段階（都市計画の概略の案）の検討を行うのに必要な事業特性、地域特性を把握。

 概況の把握は既存資料の収集により実施。

※配慮書手続きと一体的に行うため、配慮書から引用

第４章 評価基準及び評価の方法

 都市計画運用指針等に基づき、事業特性、地域特性等から評価項目を設定※

※環境影響の分野は、配慮書から引用

第５章 評価結果

 構想段階における影響を評価※

なお、影響が見込まれる内容については、今後の手続きにおいて検討する。

※環境影響の分野は、配慮書から引用
12



評価分野 評価項目 評価結果（概要）

都市計画の一体
性・総合性の確保

沿道土地利用など
他の都市計画との
整合性

・昭和４４年に都市計画決定済みであり、現行の都市計画決定区域に基
づき土地区画整理事業や鉄道事業などが計画・整備されていることか
ら、沿道の土地利用など他の都市計画と一体性・整合性が図られてい
るものと評価します。

自然的環境の整備
又は保全

※配慮書手続きと同時に行うことから配慮書から引用

適切な規模及び必
要な位置への配置

適切な道路の配置

・昭和４４年に都市計画決定済みであり、現行の都市計画決定区域に基
づき土地区画整理事業や鉄道事業などが計画・整備され、沿道の土
地利用など他の都市計画との一体性・整合性が図られていることから、
適切な道路の配置がなされているものと評価します。

円滑な都市活動の
確保

産業活動の支援
・高速道路のインターチェンジへのアクセス時間の短縮効果や都心から
成田空港への移動時間の短縮効果が期待されるため、産業活動の支
援に資するものと評価します。

周辺道路の渋滞の
緩和

・新たな東西方向の幹線道路として機能することにより、交通容量が拡
大され、交通の分散が期待されることから、周辺道路の渋滞の緩和に
資するものと評価します。

災害時のネット
ワークの向上

・緊急輸送道路の新たな東西軸として機能することにより、信頼性の高
い緊急輸送道路ネットワークが形成されることから、災害時のネット
ワークの向上に資するものと評価します。

良好な都市環境の
保持

農業的土地利用
への影響

・一部地域において一団の農地を通過することから、農業的土地利用へ
の影響は少なからずあるものと評価します。

■構想段階評価書における「評価項目及び評価結果（１）」
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北千葉道路の事業特性等を勘案し、評価分野毎に評価項目を選定し、評価した結果は下記のとおり。



■構想段階評価書における「評価項目及び評価結果（２）」

一団の農地を通過

農業への影響については、今後の手続きの中で検討。

なお、各検討対象について、回避が困難又は、必ずしも十分に低減されないおそれのある場合には、

今後の環境影響評価の中で調査、予測及び評価を行い、必要に応じて適切な環境保全措置を検討。
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●縦覧図書：計画段階環境配慮書（配慮書）・要約版
構想段階評価書（都市計画の概略の案）・要約版

●縦覧場所：千葉県 県土整備部 都市整備局 都市計画課
市川市 道路交通部 交通計画課
船橋市 環境部 環境政策課、建設局 都市計画部 都市計画課
松戸市 街づくり部 都市計画課
柏市 都市部 都市計画課
鎌ケ谷市 都市建設部 道路河川整備課
白井市 環境建設部 都市計画課

●縦覧期間・時間：平成30年1月16日（火）～2月20日（火）午前9時～午後5時
※土曜日、日曜日及び祝日を除く

●インターネットによる公表：千葉県県土整備部 都市整備局 都市計画課ホームページ
※土曜日、日曜日及び祝日も終日閲覧可能

●意見書の提出：【提出先】 千葉県 都市計画課まで、郵送または持参
【提出期限】平成30年2月20日（火）

※郵送の場合は当日消印有効
【意見書の記載事項】

・意見書を提出しようとする者の氏名及び住所
・意見書の提出の対象である図書の名称
・配慮書については、環境の保全の見地からの意見
構想段階評価書については、都市計画上の見地からの意見

【参考】配慮書・構想段階評価書の縦覧・意見書の提出について
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